
観光ルートの起点となる道の駅 有明「リップルランド」

本
田
　
今
回
の
大
雪
に
よ
る
不
知
火
（
デ

コ
ポ
ン
）
の
被
害
状
況
と
寒
害
に
対
す
る

屋
根
掛
け
ハ
ウ
ス
の
有
効
性
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

倒
壊
ハ
ウ
ス
復
旧
の
た
め
に
も
、
本
格
的

ハ
ウ
ス
（
連
棟
）
へ
の
有
利
な
補
助
制
度

が
必
要
と
思
う
が
。

市
長
　
市
内
で
66
件
３
億
７
，０
０
０
万

円
の
被
害
が
あ
っ
て
い
る
、
寒
害
防
止
と

し
て
屋
根
掛
け
ハ
ウ
ス
は
、
非
常
に
有
効

と
認
識
し
て
い
る
。
本
格
的
な
ハ
ウ
ス
へ

も
、
国
の
補
助
制
度
を
利
用
し
、
有
利
な

補
助
と
な
る
よ
う
、
事
業
採
択
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
所
で
あ
る
。

本
田
　
天
草
な
ら
で
は
の
広
域
観
光
ル
ー

ト
と
は
。
ま
た
、
天
草
市
の
玄
関
口
と
し

て
、
リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
看
板
設
置
な

ど
取
り
組
め
な
い
の
か
。

市
長
　
「
道
の
駅
」
を
巡
る
ル
ー
ト
を
考

え
て
い
る
。
す
で
に
あ
る
リ
ッ
プ
ル
ラ
ン

ド
や
海
彩
館
の
ほ
か
に
、
﨑
津
集
落
ガ
イ

ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
や
五
和
の
仮
称
イ
ル
カ

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
整
備
し
、
全
体
で
は
、

７
カ
所
程
度
の
「
道
の
駅
」
と
し
、
観
光

の
周
遊
性
を
高
め
た
い
。
ま
た
、
そ
の
起

点
と
し
て
の
リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
の
看
板
設

置
に
取
り
組
む
。

本
田
　
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
の
、
「
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
」
の
実
証
実
験
結
果
は
。

そ
し
て
、
来
年
度
の
計
画
は
。

市
長
　
昨
年
、
牛
深
町
の
下
須
島
に
お
い

て
行
っ
た
実
証
実
験
で
は
、
定
時
定
路
線

で
運
行
す
る
公
共
交
通
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

の
低
さ
を
感
じ
た
。
平
成
28
年
度
は
、
新

和
地
域
に
お
い
て
、
試
験
的
運
行
を
予
定

し
て
い
る
。
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本田  武志
議員

平
成
28
年
度

　
　
　
施
政
方
針
に
つ
い
て

平
成
28
年
度

　
　
　
施
政
方
針
に
つ
い
て

蓮
池　

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
で
、
消
防

団
は
ど
う
い
う
意
義
を
も
っ
て
、
ど
う
い

う
活
動
状
況
か
。
実
際
の
火
災
で
は
、
先

日
も
消
火
す
る
ま
で
相
当
の
時
間
を
要
し

た
。
火
災
の
原
因
解
明
や
消
火
活
動
の
検

証
等
が
さ
れ
る
が
、
火
元
の
特
定
と
広
報

の
課
題
、
消
防
水
利
の
確
保
で
も
課
題
が

あ
る
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
消
防
水
利
を

確
保
す
る
こ
と
を
平
時
か
ら
考
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
。

総
務
部
長　

地
域
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
組
織
。

ま
た
、
地
域
文
化
・
伝
承
の
継
承
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
振
興
に
も
大
き

な
役
割
を
も
ち
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
中

心
的
存
在
。
消
防
団
は
、
火
災
や
地
震
及

び
風
水
害
等
の
災
害
時
に
備
え
、
消
防
資

機
材
の
点
検
や
方
面
隊
ご
と
に
全
体
訓
練

や
各
訓
練
を
行
い
有
事
に
備
え
て
い
る
。

ま
た
、
春
季
・
秋
季
の
火
災
予
防
運
動
期

間
等
に
火
災
予
防
啓
発
を
行
う
。

蓮
池　

定
数
と
実
際
の
充
足
状
況
を
お
聞

き
す
る
。
地
域
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

消
防
団
員
定
数
も
弾
力
的
に
運
用
さ
れ
て

大
丈
夫
か
。
少
な
く
と
も
消
防
団
の
機
能

が
維
持
で
き
る
人
員
確
保
が
最
低
限
の
要

か
。

　

地
域
内
事
業
所
に
消
防
団
員
へ
の
呼
応

を
お
願
い
さ
れ
、
実
際
に
は
ど
の
程
度
の

職
場
企
業
か
ら
協
力
い
た
だ
け
て
い
る

か
。
ま
た
、
天
草
市
役
所
自
体
は
、
協
力

事
業
所
と
し
て
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
て

い
る
か
。
個
々
の
市
職
員
の
段
階
で
の
消

防
団
加
入
へ
の
判
断
に
、
若
年
層
が
働
い

て
い
る
職
場
が
無
関
心
で
い
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
思
う
。

総
務
部
長　

定
数
は
、
基
本
団
員
３
，０

０
０
人
、
機
能
別
団
員
３
０
０
人
。
今
年

１
月
末
で
充
足
率
は
、
98・３
％
と
52
％
。

市
職
員
の
団
員
数
は
２
４
５
人
。
積
極
的

に
勧
め
て
い
き
た
い
。
定
数
は
、
合
併
時

３
，２
０
０
人
だ
っ
た
が
、
平
成
24
年
度

に
機
能
別
団
員
制
度
導
入
し
、
定
数
改
正

し
た
。
協
力
事
業
所
に
は
50
事
業
所
登
録
。

池
田
　
登
録
取
り
下
げ
の
伝
達
の
中
で

「
文
化
庁
で
は
、
い
く
つ
か
の
対
応
策
の

中
か
ら
、
登
録
へ
の
最
善
・
最
短
の
手
法

を
検
討
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

他
の
世
界
遺
産
候
補
よ
り
少
し
優
先
権
が

あ
る
と
理
解
し
た
が
。
文
化
庁
も
含
め
推

薦
書
作
成
の
判
断
違
い
が
あ
っ
た
と
思
う

が
。
長
崎
県
で
は
、
長
崎
県
民
会
議
が
組

織
さ
れ
県
全
体
で
の
応
援
体
制
が
あ
る
が

熊
本
県
の
体
制
は
充
分
か
。

観
光
文
化
部
長　

文
化
庁
も
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
頂
く
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

長
崎
県
の
教
会
群
を
世
界
遺
産
へ
と
い
う

活
動
か
ら
出
発
し
て
お
り
教
会
建
築
に
比

重
が
置
か
れ
た
の
は
事
実
と
受
け
取
っ
て

い
る
。
熊
本
県
と
し
て
出
来
る
こ
と
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
頂
く
よ
う
要
望
し
て

行
く
。

池
田
　
河
浦
有
線
放
送
を
設
置
し
た
経
験

か
ら
職
員
で
の
機
能
や
送
受
信
装
置
を
選

定
・
施
工
管
理
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う

が
。
見
積
書
と
入
札
価
格
の
差
が
大
き
い

理
由
は
。
地
域
放
送
の
内
容
は
統
一
す
る

の
か
。

総
務
部
長　

施
工
管
理
業
務
は
精
通
し
た

コ
ン
サ
ル
に
委
託
し
た
い
。
予
算
３
，０

０
０
万
円
を
計
上
。
予
定
価
格
は
設
計
提

案
の
点
数
の
高
か
っ
た
企
業
体
の
見
積
も

り
を
参
考
に
し
た
。
地
域
放
送
は
、
地
域

で
決
め
て
欲
し
い
。

池
田
　
河
浦
高
校
は
、
河
浦
の
３
カ
村
に

よ
る
学
校
組
合
立
一
町
田
農
業
高
等
学
校

と
し
て
発
足
し
て
い
る
。
町
立
高
校
と
し

て
の
愛
着
が
強
い
。
跡
地
利
用
の
申
し
出

は
。
優
勝
杯
な
ど
支
所
等
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
に
保
管
し
た
い
が
。　

市
長　

跡
地
利
用
は
地
元
要
望
が
あ
れ
ば

市
と
し
て
協
力
し
て
行
く
。
学
校
の
歴
史

物
は
、
保
存
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
で

市
で
管
理
も
可
能
と
考
え
る
。　

池田  裕之
議員

世
界
遺
産
登
録
の
経
過
と

　
　
　
　
　
　
　
取
組
に
つ
い
て

世
界
遺
産
登
録
の
経
過
と

　
　
　
　
　
　
　
取
組
に
つ
い
て

蓮池  良正
議員

消
防
団
員
の
確
保

　
　
　
安
心
安
全
を
支
え
る
役
割

消
防
団
員
の
確
保

　
　
　
安
心
安
全
を
支
え
る
役
割
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西
村
　
支
所
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

市
内
全
域
の
一
体
的
な
発
展
の
た
め
に
拠

点
支
所
を
。

市
長
　
現
在
の
各
支
所
の
状
況
は
、
行
政

区
長
等
の
方
々
に
検
証
を
実
施
し
た
結

果
、
「
対
応
が
早
く
な
っ
た
」
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。
現
状
、
一
般
財
源
の
大
幅
な

減
少
が
想
定
さ
れ
る
中
、
効
率
的
で
、
か

つ
効
果
的
な
行
政
運
営
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
支
所
の
充
実
や

市
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
等
、
行
政
運
営
の
組

織
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
域
の

ゾ
ー
ン
化
、
拠
点
支
所
の
配
置
に
つ
い
て

は
検
討
す
べ
き
重
要
性
が
あ
る
と
思
う
。

西
村
　
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
。

十
分
な
機
能
を
備
え
た
本
庁
舎
の
建
設
を
。

市
長
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
新
庁
舎

の
建
設
事
業
費
を
公
示
し
た
時
点
か
ら
、

毎
年
、
労
務
単
価
が
16
・
７
％
上
昇
し
て

お
り
、
熊
本
県
内
の
普
通
作
業
員
単
価
に

お
い
て
は
20
％
も
上
昇
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
建
設
資
材
に
お
い
て
も
上
昇
し
て

い
る
。
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
や
今
後
の

社
会
情
勢
を
考
え
る
と
非
常
に
厳
し
い
状

況
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
人
口
や

職
員
数
の
減
少
を
考
慮
し
て
新
庁
舎
の
規

模
を
大
幅
に
縮
小
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

新
庁
舎
建
設
後
、
一
定
期
間
は
近
隣
の
公

共
施
設
や
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
、
新
庁
舎
に
機
能
を
集
約
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
市
の
本
庁
機

能
と
し
て
は
本
庁
集
約
型
が
本
来
あ
る
べ

き
姿
だ
と
も
認
識
し
て
お
り
、
で
き
れ
ば

職
員
数
に
併
せ
て
10
年
ぐ
ら
い
を
目
途
に
、

本
庁
機
能
を
集
約
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
議
員
要
望
の
「
市
の
庁
舎
は
防

災
拠
点
施
設
で
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

中
心
施
設
で
あ
る
」。
こ
れ
は
、
市
庁
舎

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
要
件
の
一
つ
で
、

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
事
業
を
進
め
て
い

く
。

西村  尚武
議員

支
所
機
能
の
あ
り
方
・

　
　
　
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

支
所
機
能
の
あ
り
方
・

　
　
　
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

【
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
】

新庁舎イメージ図

平成28年度をもって閉校となる河浦高等学校

【
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
】

【
河
浦
高
校
に
つ
い
て
】

【
消
防
団
員
充
足
状
況
と
努
力
方
向
】


